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　当クラブでは、日本福祉大学運動部の学生を指導者として活用しています。陸上部によるかけっこ教室や、
女子サッカー部によるちびっこボール遊び教室、卓球部の卓球教室など、学生講師による指導実績があり、ど
の教室も対象者が園児～小学生であることから教員や指導者を目指す学生にとってよい経験となっています。
　学生たちは、各部で集まり子どもたちへの指導内容を検討し、企画書などを大学側に提出します。通った企
画のみ指導することができるため、指導するまでに考えたプロセスや、指導をした経験が学生の教育に繋がる
と大学側は考えています。また、人に教えることで自らの競技能力を見直すこともでき、最終的に各運動部の
戦績につながれば一石二鳥です。
　1回の指導につき各運動部に対し1000円の謝金としているのでクラブ側の財政的な負担は少なく、大学側は
地域貢献の場としてクラブ事業を活用しています。

2 学生を指導者として活用し地域貢献

1 クラブ概要

特集
地域の大学と連携しているクラブ

“学生指導者”が盛り上げる地域スポーツ
～みはまスポーツクラブ～

　みはまスポーツクラブは、平成22年度から2年間の準備期間を経て、平成24年度に活動を開始した設立3年目の
新しいクラブであり、その特徴は、地域の大学（日本福祉大学）と連携して総合型クラブを立ち上げたことです。
　日本福祉大学は、大学生による地域貢献の強化、指導実践によってもたらされる競技力向上、及びスポーツ
を通じた学生教育の場の確保などを目的に、総合型地域スポーツクラブとの連携に早くから着目していました。
クラブ側も、地域の少子高齢化が進む中で、活力ある人材を常に確保することが可能になること、また、学生
が大学での学びを生かしながら地域の人々と交流し地域を活性化できることは地域に根付いたクラブを目指す
ための強みになると考え、連携がスタートしました。
　その後、設立準備期間から、たくさんのイベント事業や教室事業を展開し、学生や地域住民のニーズを探り
ながら会員を募集してきました。現在も「さまざまなスポーツ・文化活動を通じて、子どもから大人まで、地域
の人たちと学生がふれあえる、明るく活気あるまちづくり」という理念のもと約670名の会員にさまざまな教室
事業を提供しています。

　日本福祉大学社会福祉学部と経済学部の共通プログラム「地域研究プロジェクト」の一つである「健康プロジ
ェクト」では、当クラブと連携してボッチャ大会を開催しました。大会には「ボッチャ de健康サークル」の方々
にも参加して頂き、授業の一環として企画・運営に携わることが学生の単位取得の条件となっています。
　大学側は、クラブとの連携をあくまで学習の場の一つとして考え、地域の運動教室での企画・運営を通して、

3 大学の単位を取得できるメリットも

愛知県美浜町と日本福祉大学が協働で立ち上げた「みはまスポーツクラブ」で
は、大学が持つ施設や人材を有効に活用し、子どもから高齢者まで幅広い教室を
実施しています。大学と連携し、障がいのある人が参加できる教室を開催するな
ど、クラブ立ち上げ当初より大学と協力して地域スポーツを盛り上げています。

● 学生を指導者として活用し地域貢献

● 実践授業を通して大学の単位を取得

2つのキーポイント
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　地域の人にマイクラブという認識を持ってもらい、愛されるクラブになることを目指しています。「大学と連
携しているクラブ＝大学が保有しているクラブ」という認識ではなく、地域の参加者が主体的、自主的に教室・
サークルに参加し、運営する仕組みづくりが必要となります。今後は、教室事業をサークル事業に移行してい
きたいと考えています。大学側のサポートを得ながら、参加者内でリーダーを決めて自主的・主体的に活動し、
気軽に運動に取り組めるようなプログラムやシステムを構築、提供していきたいと考えています。

（愛知県 クラブアドバイザー  藤田 佳保里）

4 今後の展望

設立年月日：平成24年9月23日
地　域：愛知県知多郡美浜町奥田
運　営：会員数664人（平成26年5月）
予算規模：約200万円
連絡先：〒470-2403
　　　　愛知県知多郡美浜町大字北方字十二谷1-2
T  E  L：0569-82-5200
F  A  X：0569-82-5201
H　 P：http://www.n-fukushi.ac.jp/sports/pre/index.html

クラブプロフィール

園児～小学生が中心の教室では、大学生が指導者として活躍している。

アダプテッドスポーツ(障がい者スポーツ)による健康体力づくりの学習を進めることを目的としています。スポ
ーツイベントの参画を通して地域の方々とのスポーツ交流を体験することに重点を置いているため、クラブか
ら謝金などの支払いもありません。企画・運営を実践的に学べる場があることは、学生にとって大きなプラス
となり、また、普段は接点のない地域住民と学生が交流することができる活気ある事業となっています。


